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粟野南小学校 ４年 北野  佑真
最優秀賞最優秀賞

図画・ポスターの受賞者

作文の受賞者

市内小・中・高校生のたくさんの皆さんから
メッセージをいただきました。
どうもありがとうございました★ 
街中が青少年や大人の
メッセージをわかりあえるなんて、
素敵なことではありませんか。
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図画・ポスター

プラザ萬象 小ホール
平成30年3月10日(土)

平成２３年度平成２９年度

表彰式

子どもたちに
  目配りを！！

このところ、敦賀市内においても、
青少年をターゲットにした不審者
があとをたたない状況です。
皆様には、日頃から子どもたちの
安全を守るために目配りをお願い
いたします。
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松原小学校 ２年 奥野 安珠最優秀賞最優秀賞 粟野小学校 １年 たかの えいた最優秀賞最優秀賞

中央小学校 ３年 関地 真衣最優秀賞最優秀賞

青少年からのメッセージ青少年からのメッセージ青少年からのメッセージ青少年からのメッセージ
青少年へのメッセージ青少年へのメッセージ青少年へのメッセージ青少年へのメッセージ

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 奥　野　安　珠
龍　頭　　　萌
川　勝　心　人
田　中　琉　空
小　森　環　奈
野　村　悠　太
小　森　美　海
髙　山　いつき
稗　田 てぃあら

松 原 小

敦賀南小

中 央 小

粟野南小

敦賀南小

敦賀北小

松 原 小

松 原 小

沓 見 小

小 学 ２ 年 生

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部
　入
賞
者

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 たかのえいた
寺　澤　一　翔
古　田　理　桜
道　白　琉　生
山　本　聖　直
山　本　莉　子
田　邉　希　歩

粟 野 小

敦賀南小

粟野南小

松 原 小

中 央 小

中 央 小

中 郷 小

小 学 １ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 関　地　真　衣
松　田　大　空
宮　元　悠　羽
中　野　佐　南
中　村　友のり
田　中　愛　莉
宮　下　怜　大

中 央 小

敦賀西小

敦賀西小

敦賀西小

中 郷 小

黒 河 小

黒 河 小

小 学 ３ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 澤　﨑　柚　侑
辰　巳　ひなの
中　村　心　香
松　永　佑　太
大　辻　陽　生
荒　木　悠　佳
久　保　飛　翔
松　田　萌　歌

粟野南小

中 央 小

中 郷 小

粟 野 小

中 央 小

中 郷 小

中 郷 小

粟野南小

小 学 ６ 年 生

平成

年度
29

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 北　野　佑　真
小　泉　雪　音
小　堀　蒼　依
梅　木　万　莉
浜　上　恭　羽
山　東　和　央
中　者　　　愛

粟野南小

敦賀南小

松 原 小

松 原 小

松 原 小

粟野南小

粟野南小

小 学 ４ 年 生

　　

平
成
30
年
度
も
、
皆
さ
ん
が
感
じ

た
こ
と
を
描
い
た
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
や

考
え
て
い
る
こ
と
が
書
か
れ
た
作
文

を
募
集
し
ま
す
。

　　

青
少
年
の
皆
さ
ん
、
一
般
の
皆
さ
ん

か
ら
の
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

★
募
集
開
始
は
１２
月
初
旬

　
　
の
予
定
で
す
。

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 森　　　良　紘
小　池　美　緒
寺　川　大　城
小　池　風　椰
竹　田　心　那
　　田　征　司
西　森　真乃雅
川　上　昊太郎
辻　　　菜　央

赤 崎 小

敦賀南小

中 郷 小

粟野南小

中 央 小

中 央 小

中 央 小

中 郷 小

粟 野 小

小 学 ５ 年 生
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粟野南小学校 ６年澤﨑 柚侑
最優秀賞最優秀賞

赤崎小学校 ５年 森 良紘最優秀賞最優秀賞

あ
い
さ
つ

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

　

ぼ
く
は
人
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
の
が
に
が
て
で

す
。
は
じ
め
て
あ
う
人
や
、
し
ゃ
た
く
の
人
と
す
れ

ち
が
う
と
き
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
の
が
は
ず
か
し

く
て
、
下
を
む
い
て
し
ま
い
ま
す
。
い
え
や
学
校
で

も
な
ん
と
な
く
は
ず
か
し
く
て
じ
ぶ
ん
か
ら
は
あ

ま
り
い
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
あ
い
だ
、
学
校
の
か
え
り
み
ち
に
い
え
の
ち

か
く
の
こ
う
じ
げ
ん
ば
の
お
じ
ち
ゃ
ん
が
、
ぼ
く
を

み
て
「
お
か
え
り
」
と
い
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
は
ず

か
し
か
っ
た
け
ど
「
た
だ
い
ま
」
と
い
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
ら
お
じ
ち
ゃ
ん
は
に
っ
こ
り
と
わ
ら
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
お
じ
ち
ゃ
ん
が
わ
ら
っ
て
く
れ
て
ぼ

く
は
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
は
ず
か
し
か
っ
た
け

ど
ち
ゃ
ん
と
あ
い
さ
つ
を
し
て
よ
か
っ
た
な
と
お
も

い
ま
し
た
。

　

い
つ
も
は
ず
か
し
く
て
下
を
む
い
て
し
ま
っ
た
り

小
さ
な
こ
え
で
し
か
い
え
な
か
っ
た
け
ど
、こ
れ
か

ら
は
が
ん
ば
っ
て
あ
い
さ
つ
を
し
た
い
な
と
お
も
い

ま
す
。
そ
し
て
じ
ぶ
ん
か
ら
大
き
な
こ
え
で
あ
い
さ

つ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
ぼ
く
が
あ
い

さ
つ
を
し
て
、
ほ
か
の
人
も
う
れ
し
く
な
っ
て
く
れ

た
ら
い
い
な
と
お
も
い
ま
す
。
そ
う
し
た
ら
み
ん
な

と
も
だ
ち
に
な
っ
て
た
の
し
い
な
と
お
も
い
ま
す
。

敦
賀
南
小
学
校　

一
年　　

田
中　

そ
う
ま

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 田　中　颯　真
瀧　川　芽　生
かわばた　さほ
松　葉　ひなた
土　田　優　月
上　塚　寛　太

敦賀南小

中 央 小

粟 野 小

敦賀南小

松 原 小

赤 崎 小

小 学 １ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 山ざき　　麦
西　村　り　な
磯　見　煌　太
藤　森　陽　彩
西　口　たか大
山ざき　しゅん
辻　　　悠　晶
川　口　聖　人
石ぐろ　わかな

粟 野 小

敦賀南小

松 原 小

中 央 小

敦賀西小

敦賀西小

敦賀南小

赤 崎 小

中 郷 小

小 学 ２ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 金　子　こはる
青　山　和　樹
外　村　美　杜
丸　谷　亮　仁
小　池　美　緒
東　海　来　夏
中　田　哉　音
戸　嶋　祐　花
戸　　　俊　輔

中 央 小

敦賀南小

敦賀南小

粟野南小

敦賀南小

中 郷 小

中 郷 小

粟 野 小

粟野南小

小 学 ５ 年 生

作
文
の
部
　
入
賞
者

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 中　川　桃　奈
坂　口　広　至
平　口　なつみ
矢賀部　光夏多
河　端　優芽成
石　川　ゆ　り
川　端　花　和
泉　田　茉以莉
小　林　瑠　奈

中 郷 小

松 原 小

粟野南小

粟野南小

中 央 小

中 郷 小

粟 野 小

粟野南小

粟野南小

小 学 ３ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 松　本　萌々花
橋　本　大　和
山　崎　　悠
遊　津　快　晴
福　井　　恵
仲　塚　彩　乃
岸　本　龍　樹
柿　谷　和　仁
吉　村　尚　悟

粟野南小

敦賀西小

敦賀西小

粟野南小

敦賀南小

松 原 小

沓 見 小

赤 崎 小

粟野南小

小 学 ４ 年 生

※ 最優秀賞・優秀賞の作品は、ホームページと作品集でも紹介させていただきます。 http://seisyounentsuruga.net

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 山　上　楓　太
山　岸　美　結
　　谷　春　陽
柏　原　優　来
月　東　若　菜
千　田　望　杏
　　本　桜　季
山　崎　　琴
松　本　珠　優

赤 崎 小

松 原 小

赤 崎 小

粟野南小

敦賀南小

敦賀南小

中 郷 小

粟 野 小

粟野南小

小 学 ６ 年 生
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（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 金　子　ひより
湯　口　ひかる
石　原　玲　子
髙　田　愛　華
安　田　莉　子
籠　　　柚　姫

松 陵 中

松 陵 中

粟 野 中

気 比 中

気 比 中

粟 野 中

中 学 １ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 児　島　早希子
渋　谷　昂　輝
田　中　瑞　希
石　綿　風　音
武　生　春　海
杉　本　茉祐佳

気 比 中

気 比 中

気 比 中

気 比 中

粟 野 中

敦賀気比
高付属中

中 学 ２ 年 生

（ ）入 選 平　松　依　織 敦賀気比高

高 校 ２ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 安　井　真　緖
村　中　沙弥香
碇　　　明　依
加　藤　亜衣奈
中　西　真由紀
岩　谷　美　羽
塚　本　七鈴夏

松 陵 中

気 比 中

松 陵 中

気 比 中

気 比 中

松 陵 中

粟 野 中

中 学 ３ 年 生

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部
　入
賞
者

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

日
常
の
中
の
核
兵
器

粟
野
中
学
校　

一
年　　

西
島　

愛

　

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
授
賞
式
を
テ
レ
ビ
で
見

た
。
二
〇
十
七
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
は
「
核
兵

器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
与
え
ら
れ
た
。

授
賞
式
に
は
カ
ナ
ダ
在
住
の
サ
ー
ロ
節
子
さ
ん

が
出
席
し
、
演
説
し
て
い
た
。
彼
女
は
、
爆
心
地

か
ら
一
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
で
被

爆
し
、
建
物
の
下
敷
き
に
な
っ
た
が
九
死
に
一
生

を
得
た
。

　

そ
れ
を
見
て
私
は
、
ど
う
し
て
こ
の
世
の
中

に
核
兵
器
や
戦
争
な
ん
て
あ
る
の
だ
ろ
う
？
と

思
っ
た
。
私
に
と
っ
て
は
核
兵
器
な
ど
全
く
関

わ
り
の
な
い
も
の
だ
と
思
う
。
毎
日
学
校
へ
行

っ
て
、
友
達
と
過
ご
し
、
部
活
を
し
て
家
族
と
ご

は
ん
を
食
べ
て
寝
る
。
そ
ん
な
日
々
の
中
の
ど

こ
に
核
兵
器
の
必
要
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

そ
れ
を
知
る
た
め
に
私
は
、「
日
本
と
核
兵
器

と
の
関
係
」
に
つ
い
て
「
ア
メ
リ
カ
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
と
し
て
調
べ
て
み
た
。

　

太
平
洋
戦
争
で
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
に
原
子

爆
弾
を
広
島
と
長
崎
に
落
と
さ
れ
降
伏
し
た
。

今
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
と
同
盟
国
に
な
り
、
自
ら

は
戦
争
を
放
棄
し
な
が
ら
も
、
ア
メ
リ
カ
の
軍

事
力
に
守
ら
れ
平
和
な
日
常
が
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
。

　

し
か
し
、
沖
縄
の
人
た
ち
は
、
つ
ら
い
思
い
を

し
て
い
る
。
校
庭
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
部
品
が

落
ち
て
き
た
り
、
住
宅
街
の
す
ぐ
側
に
オ
ス
プ

レ
イ
が
墜
落
し
た
り
と
い
ろ
い
ろ
な
被
害
を
受

け
て
い
る
。
今
ま
で
、
私
に
は
関
係
な
い
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
た
が
、
日
本
の
中
に
も
す
ぐ
身
近

に
感
じ
て
い
る
人
も
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　

沖
縄
の
ア
メ
リ
カ
軍
基
地
ば
か
り
、
新
聞
や

ニ
ュ
ー
ス
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

日
本
に
は
他
の
地
域
に
も
ア
メ
リ
カ
軍
基
地
が

あ
る
。
沖
縄
以
外
の
ア
メ
リ
カ
軍
基
地
は
、
山

口
県
の
岩
国
基
地
、
神
奈
川
県
の
横
須
賀
基
地
、

厚
木
基
地
、
青
森
県
の
三
沢
基
地
な
ど
が
あ
る
。

そ
こ
で
私
は
そ
の
基
地
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
疑
問
に
思
っ
た
。

　

他
の
基
地
で
も
事
件
は
お
き
て
い
る
と
思
う

が
な
ぜ
大
き
く
報
道
さ
れ
な
い
の
だ
ろ
う
と
思

っ
た
。
例
え
ば
、
岩
国
基
地
の
あ
る
山
口
県
は
安

倍
総
理
大
臣
の
地
元
な
の
で
反
対
運
動
が
起
き

に
く
い
と
い
う
説
も
あ
る
。

　

核
兵
器
に
関
し
て
は
、
北
朝
鮮
が
核
実
験
を

く
り
か
え
し
て
い
る
の
で
私
は
不
安
に
思
う
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
ま
た
核
兵
器
を
使
っ
た
戦

争
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
だ
。

　

戦
争
を
し
て
原
爆
の
被
害
に
あ
っ
た
唯
一
の

国
で
あ
る
日
本
な
の
で
、
核
兵
器
を
使
用
す
る

こ
と
に
対
し
て
絶
対
に
反
対
し
た
い
と
思
う
。

私
の
祖
父
は
満
州
で
生
ま
れ
た
。
戦
後
、
栄
養

が
足
り
な
く
て
一
歳
に
な
っ
て
も
お
す
わ
り
も

で
き
な
い
く
ら
い
、
い
つ
ま
で
も
小
さ
か
っ
た
と

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
祖
父
の
弟
は
栄
養
失
調

で
亡
く
な
っ
た
と
聞
く
。
戦
争
や
核
兵
器
は
遠

い
国
の
昔
の
話
で
は
な
い
の
だ
。

　

日
本
は
被
爆
体
験
が
あ
り
核
兵
器
の
廃
絶
に

多
く
の
市
民
が
賛
同
す
る
国
で
あ
る
。
そ
ん
な

被
爆
国
に
生
ま
れ
た
、
戦
争
を
知
ら
な
い
私
に

で
き
る
こ
と
は
、
す
ぐ
と
な
り
の
国
で
核
実
験

や
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
く
り
か
え
し
て
い
る
現
状

を
し
っ
か
り
み
て
自
分
な
り
に
よ
く
考
え
、日
々

の
平
和
に
感
謝
す
る
こ
と
だ
。

　

平
和
な
未
来
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
ま
ず

未
来
と
は
、「
今
」
の
つ
み
か
さ
ね
で
あ
る
。
つ
ま

り
、「
今
」
の
つ
み
か
さ
ね
が
未
来
を
創
る
の
で

あ
る
。

　

今
、
日
本
は
平
和
だ
。
こ
の
平
和
を
手
放
さ

な
い
よ
う
に
平
和
な
未
来
の
た
め
一
秒
一
秒
を

大
切
に
し
て
生
き
て
い
き
た
い
。



̶　5　̶

平成30年3月27日 発行http://seisyounentsuruga.net第 号39

松陵中学校 １年 金子 ひより最優秀賞最優秀賞

気比中学校２年 児島 早希子
最優秀賞最優秀賞

松陵中学校 ３年 安井 真緒
最優秀賞最優秀賞

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 西　島　　　愛
佐　藤　　　蘭
久　保　未　空
岡　元　刀　弥
中　村　穂　里
山　本　朔　來
友　佐　優　来
長谷川　ほのか

粟 野 中

角 鹿 中

松 陵 中

粟 野 中

気 比 中

角 鹿 中

粟 野 中

粟 野 中

中 学 １ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 塩　谷　宏　明
森　山　沙　里
矢　路　　　耀
北　野　里　奈
柿　谷　さつき
永　田　拓　己
塚　本　七鈴夏
中　村　梨緒菜
矢　毛　　　萌

角 鹿 中

粟 野 中

粟 野 中

角 鹿 中

松 陵 中

粟 野 中

粟 野 中

粟 野 中

中 学 ３ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 戸　川　琴　乃
福　田　彩　音
山　川　咲　愛
上　野　朋　生
畦　高　斎　樹
奥　村　海　斗
倍　野　恭　輔
高　橋　慶　太
田　門　優　奈

敦賀気比高

敦 賀 高

敦 賀 高

敦賀工業高

敦 賀 高

敦賀工業高

敦賀工業高

敦賀気比高

敦賀気比高

高 校 ２ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 村　上　友　紀
小　畠　淳　貴
知　場　稀羅良
竹　腰　克　己
冨　田　明　花
中　澤　燎　汰

敦賀工業高

敦賀工業高

敦賀工業高

敦賀工業高

敦賀工業高

敦賀工業高

高 校 ３ 年 生

作
文
の
部
　
入
賞
者

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 宮　下　孝一郎
藤　田　翔　矢
満　田　有里菜
河　瀬　来　愛
夛　田　晃一郎
松　居　桜　子
山　本　純　平
下　山　美　羽

敦賀気比高

敦賀工業高

敦賀気比高

敦 賀 高

敦 賀 高

敦 賀 高

敦賀工業高

敦賀気比高

高 校 １ 年 生

※ 最優秀賞・優秀賞の作品は、ホームページと作品集でも紹介させていただきます。 http://seisyounentsuruga.net

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 藤　森　遥　陽
根　尾　拓　志
野　村　いちご
下　南　寿々野
大久保　紗　那
濵　中　偉　琉
深　山　直　人
林　田　駿太郎

松 陵 中

気 比 中

角 鹿 中

気 比 中

松 陵 中

粟 野 中

粟 野 中

中 学 ２ 年 生

敦賀気比
高付属中

敦賀気比
高付属中
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総合消費料金に関する
訴訟最終告知のお知らせ

この度、ご通知いたしましたのは、貴方の利用されて
いた契約会社、ないしは運営会社側から契約不履行に
よる民事訴訟として、訴状が提出されましたことをご
通知いたします。管理番号（え）584裁判取り下げ最
終期日を経て訴訟を開始させていただきます。なお、
ご連絡なき場合、原告側の主張が全面的に受理され、
執行官立ち合いの元、給料差し押え及び、動産、不動産
物の差し押さえを強制的に履行させていただきますの
で裁判所執行官による執行証明の交付を承諾していた
だくようお願い致します。
裁判取り下げなどのご相談に関しましては当局にて受
け賜っておりますので、職員までお問合せ下さい。
尚、書面での通達となりますのでプライバシー保護の
為、ご本人様からご連絡いただきますようお願い申し
上げます。

法務省管轄支局 ○○訴訟○○センター
東京都千代田区霞が関○丁目○番○号
取り下げ等のお問合せ窓口 03－○○○○－○○○○
受付時間 9:00～20:00 (日、祝日を除く )

架空請求のハガキの例

※取り下げ最終期日 平成30年○○月○○日

平成３０年度の予定

お問い合せ申込先 ☆青少年健全育成敦賀市民会議推進員部 事務局 （少年愛護センター内）
☆各小学校

昨
年
度
の

　
様
子
で
す
♪

前
回
の

 

様
子
で
す
♪

ひまわり塾ひまわり塾ひまわり塾
平成30年度

たくさんのお友達の参加をお待ちしています。

　

平
成
30
年
度
の
『
ひ
ま
わ
り
塾
』
が
7
月
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
昨
年
は
、 〝
手
打
ち
そ
ば
〞

や
〝
お
ぼ
ろ
昆
布
〞
を
自
分
た
ち
で
作
っ
て
食

べ
、〝
敦
賀
の
工
場
見
学
〞
で
は
、
工
場
の
広
さ

や
機
械
の
大
き
さ
に
驚
き
、
北
陸
新
幹
線
の

ト
ン
ネ
ル
見
学
で
は
〝
今
、
掘
っ
て
い
る
ト
ン

ネ
ル
〞 

の
中
に
入
り
、
掘
削
直
後
の
ト
ン
ネ

ル
か
ら
ト
ン
ネ
ル
壁
が
で
き
る
様
子
を
見
学

で
き
、
新
し
い
体
験
で
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。

　

今
年
も
、〝
自
ら
の
手
で
作
る
〞
体
験
学
習

や
敦
賀
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い〝
見

学
〞 

を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
お
友
達
と
新
し
い

体
験
に
挑
戦
し
て
、
敦
賀
の
こ
と

を
楽
し
く
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

注）企画内容につきましては、変更となる場合もあります。

今年は

平成30年2月
25日(日)

10時～

    あいあいプ
ラザ

      ふれあい
ホールにて

● 

テ
ー
マ

「 

気
づ
き・変
革・向
上 

」

家
庭
教
育
講
演
会

家
庭
教
育
講
演
会

　
本
年
度
の
講
演
会
は
、敦
賀
市
少
年
愛
護
セ
ン
タ
ー
家
庭
教

育
指
導
員
の
岸
松
宏
先
生
を
お
招
き
し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
先
生
は
す
で
に
、十
回
を
超
え
る
研
修
会
の
講
師
を
務
め
ら

れ
て
い
て
、今
回
が
本
年
度
最
後
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
参
加
者

の
興
味
を
引
く
よ
う
に
、マ
ス
キ
ン
グ
が
な
さ
れ
た
資
料
な
ど
を

用
い
て『
気
づ
き
・
変
革
・
向
上
』を
テ
ー
マ
に
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
長
く
教
員
を
経
験
さ
れ
て
お
り
、と
り
わ
け
小
学
校
の
生
徒

指
導
に
は
深
く
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
て
き
た
の
で
、い
ろ
い
ろ
と
興

味
深
い
お
話
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
プ
ラ
ス
思
考
の
大

切
さ
、子
ど
も
を
誉
め
て
い
く
こ
と
、子
ど
も
や
親
・
人
の
声
に

は
共
感
し
て
耳
を
傾
け
る
こ
と
な
ど
を
、時
折
ユ
ー
モ
ア
も
た
っ

ぷ
り
交
え
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
か
げ
で
、参
加
者
は
飽
き
る
こ
と
な
く
非
常
に
熱
心
に
楽
し

く
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
豊
か
な
心
」「
見
返
り
を
求
め
な
い
心
」や「
法
令
順

守
」な
ど
、一
般
の
大
人
の
方
に
も
是
非
考
え
て
ほ
し
い
お
話
も

た
く
さ
ん
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
ま
た
、こ
の
日
の
お
話
を
心
に
留
め
て『
気
づ
い
た
ら

動
き
↓
今
の
状
況
を
変
革
さ
せ
↓
今
を
も
っ
と
向
上
さ
せ
て
い

け
る
』よ
う
、一
人
ひ
と
り
が
し
っ
か
り
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
お
忙
し
い
中
講
演
を
い
た
だ
い
た
岸
松
先
生
を
は
じ
め
、大
勢

の
参
加
者
の
皆
様
に
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昆布手すき体験

山車の装飾と
格納庫の見学・
山車の歴史

そば打ち体験

7月

8月

10月

こん
なハ
ガキ
やメ
ール
は

無視
！こん

なハ
ガキ
やメ
ール
は

無視
！

ハガキやメールによる  

架空請求が急増しています。

連絡すると、

電話番号などの個人情報が知られ、

お金を要求される恐れがあります。

絶対に連絡しないで無視しましょう。

どこの会社か
はっきり
書いていない

本物だと
思わせて
不安にさせる

国の機関と
思わせる

おどし文句を
書いて
困ったことになる
面倒なことになる
という
気持ちにさせる

ハガキ到着の
翌日の期日が多く
考える時間を
与えない

何の料金か
わからない

ご相談は

● 敦賀市消費生活センター
    TEL 22-8115 ／消費者ホットライン ＜188＞
● 敦賀警察署
    TEL 25-0110 ／相談ダイヤル ＜#9110＞

電子メールの
場合もあります
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♥
♥

卒
業
生
の
美
し
い
涙
か
ら

青
少
年
健
全
育
成
敦
賀
市
民
会
議　

 

会 

長  

籠　

正
義

　
今
年
も
縁
が
あ
っ
て
あ
る

高
校
の
卒
業
式
に
参
列
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厳
粛

な
雰
囲
気
の
も
と
進
行
さ
れ

て
い
く
中
で
、私
の
目
の
前
の

女
子
生
徒
の
ひ
と
み
か
ら
静

か
に
流
れ
出
る
ひ
と
す
じ
の

涙
を
見
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
だ
式
の
序
盤
だ
っ
た
の
で
、

こ
の
生
徒
の
心
の
中
に
き
っ
と

大
き
な
も
の
が
去
来
し
た
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
の
生
徒
の
心
は
計
り
知

れ
ま
せ
ん
が
、ふ
と
昔
聞
い
た

新
聞
少
年
の
こ
と
が
浮
か
ん

で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、早

朝
の
配
達
に
つ
ら
さ
や
苦
し

み
を
感
じ
て
い
た
頃
、あ
る
お

ば
さ
ん
が
い
つ
も「
あ
り
が
と

う
」「
ご
苦
労
さ
ん
。」「
が
ん

ば
り
や
ー
」と
声
を
か
け
て

く
れ
る
。
最
初
は
さ
ほ
ど
感

じ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、心
が

動
揺
し
て
い
る
時
は
こ
の
ひ

と
こ
と
が
全
身
に
響
き
、ハ
ッ

と
目
が
さ
め
た
よ
う
に
な
る

と
の
こ
と
で
、お
陰
様
で
ワ
ル

に
な
れ
な
か
っ
た
…
と
笑
っ

て
い
た
と
の
こ
と
。

　
長
い
人
生
の
間
に
、多
く

の
人
と
の
出
会
い
や
別
れ
を

経
験
し
て
い
き
ま
す
。
そ
ん

な
中
で
、い
ろ
い
ろ
な
思
い
出

と
共
に
励
ま
さ
れ
た
ひ
と
こ

と
、心
の
支
え
と
な
っ
た
ひ

と
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
の
時
は
さ
し
て

深
く
感
じ
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
っ
て
も
、何
か
事
に
ぶ
つ
か

っ
た
時
、そ
の
ひ
と
こ
と
が
自

分
自
身
を
し
っ
か
り
と
支

え
、何
に
も
か
え
難
い
心
の

よ
り
所
に
な
る
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　
三
月
、四
月
は
子
ど
も
達

に
と
っ
て
も
、別
れ
と
出
会
い

の
人
生
の
大
き
な
節
目
の
時

と
い
え
ま
す
。
先
の
新
聞
少

年
の
言
う
お
ば
さ
ん
の
よ
う

な
、ぬ
く
も
り
の
こ
も
っ
た
、

そ
れ
で
い
て
さ
り
気
な
い
励

ま
し
の
ひ
と
こ
と
を
、よ
り

多
く
の
子
ど
も
達
に
掛
け
ら

れ
る
、そ
ん
な
大
人
に
な
ら

な
け
れ
ば
…
と
、女
子
生
徒

の
純
真
な
ひ
と
す
じ
の
涙
に

感
動
し
、心
を
新
た
に
い
た

し
ま
し
た
。

coramu
林 惠子の

Vol.30

　　

青
少
年
健
全
育
成
敦
賀
市
民
会
議

の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　　

今
年
度
も
こ
の
よ
う
に
多
く
の
賛

助
会
費
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　　
こ
れ
か
ら
も
青
少
年
育
成
活
動
に

一
層
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご

支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆ 
賛
助
会
費
の
ご
報
告 

◆

☆賛助会員数 ・・・・・・・・・・・・ １２,８３１名
☆賛助会費 ・・・・・・・・・ １,９６７,４６０円

〈 ２月28日現在 〉

　

敦
賀
地
区
少
年
警
察
協
助
員
会
は
、

福
井
県
警
察
本
部
長
か
ら
嘱
託
さ
れ

た
敦
賀
市
、
美
浜
町
、
旧
三
方
町
の
３

市
町
の
少
年
警
察
協
助
員
40
名
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員
の
職
業
も

年
齢
も
様
々
で
す
が
、
少
年
の
非
行
防

止
、
健
全
育
成
の
為
、
地
域
住
民
と
し

て
警
察
と
協
力
し
て
街
頭
補
導
活
動

や
広
報
啓
発
活
動
等
の
諸
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

街
頭
補
導
活
動
に
つ
い
て
は
、
特
に

「
見
せ
る
」
こ
と
に
重
点
を
お
い
て
い

ま
す
。
揃
い
の
赤
い
ジ
ャ
ン
パ
ー
（
夏

は
水
色
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
）
を
着
用
し
て
数

人
で
巡
回
し
ま
す
。
そ
し
て
必
ず
一
声

か
け
る
こ
と
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

保
育
園
に
出
向
き
、「
し
て
は
い
け
な

い
こ
と
」
や
「
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て

い
か
な
い
」
等
の
紙
芝
居
を
し
て
い
ま

す
。
不
慣
れ
な
私
達
の
「
セ
リ
フ
」
ま

わ
し
で
す
が
、
先
生
方
に
フ
ォ
ロ
ー
を

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
紙
芝
居
を
読

む
と
、
子
供
達
は
、
可
愛
い
つ
ぶ
ら
な

瞳
を
向
け
て
一
生
懸
命
に
聞
い
て
く

れ
、
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

時
代
と
共
に
変
化
し
て
い
く
犯
罪

か
ら
子
供
達
を
守
る
た
め
微
力
な
が

ら
役
立
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

出
場
し
た
日
本
の
カ
ー
リ
ン
グ
女

子
の
チ
ー
ム
の
笑
顔
が
可
愛
い
と

世
界
的
に
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

確
か
に
、彼
女
達
の
笑
顔
は
見
て
い

て
と
て
も
心
地
よ
く
、と
て
も
癒
さ

れ
ま
し
た
ね
。
笑
顔
は
、人
の
心
を

安
定
さ
せ
ま
す
。
人
は
、生
ま
れ
て

半
年
く
ら
い
た
つ
と
、眼
が
合
っ
た

時
に
微
笑
み
か
け
れ
ば
、満
面
の

笑
み
で
微
笑
み
返
し
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
反
対
に
、と
て
も
怖
い
顔
を

す
る
と
、同
じ
よ
う
に
し
か
め
っ
面

に
な
り
ま
す
。
叱
っ
て
も
い
な
い
の

に
、大
き
な
声
を
出
し
て
も
い
な
い

の
に
、ち
ゃ
ん
と
大
人
の
感
情
が
伝

わ
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
う
思
う
と

き
、相
手
の
表
情
に
よ
り
、自
分
の

感
情
が
動
か
さ
れ
る
の
は
大
人
も

赤
ち
ゃ
ん
も
同
じ
な
の
だ
な
と
感

じ
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
を

す
る
と
き
、ま
だ
何
も
話
さ
な
い
の

だ
か
ら
と
、無
表
情
で
対
応
し
て
い

た
ら
、赤
ち
ゃ
ん
は
、と
て
も
寂
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
誰
か
と

喧
嘩
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
た
ら
、

赤
ち
ゃ
ん
も
は
ら
は
ら
し
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
年
齢
が
高

く
な
っ
て
も
そ
れ
は
同
じ
で
す
。
子

ど
も
が
家
に
帰
っ
て
き
た
と
き
、

無
表
情
で「
お

帰
り
」と
言
わ
れ

る
よ
り
は
、笑
顔
満
載
で「
お
帰

り
」と
言
わ
れ
た
ら
、と
て
も
温
か

な
気
持
ち
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
目
は
口
ほ
ど
に
も
の
を
言
う
。」と

い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。
意

識
し
て
笑
顔
を
心
が
け
る
だ
け
で
、

自
分
も
周
り
も
温
か
な
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。

目
は
口
ほ
ど
に
も
の
を
言
う

敦
賀
地
区
少
年
警
察
協
助
員
会

ありがとう
ございました！

団
体

紹
介

平成29度の賛助金の募集結果は下記の通りです。
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敦賀西小学校 3年　 松田 大空 さん

平
成
30
年
度

行
事
予
定

行
事
予
定

行
事
予
定

『 

役
割
を
自
覚
さ
せ
、

　　 

や
り
と
げ
る
態
度
を
育
て
よ
う
。』

今
月
の
推
進
テ
ー
マ
は

毎
月
15 
日
は
青
少
年
育
成
の
日

『 

こ
ど
も
の
成
長
を
祝
い
、

　　 

み
ん
な
の
夢
を
育
て
よ
う
。』

今
月
の
推
進
テ
ー
マ
は

毎
月
第
３
日
曜
日
は
家
庭
の
日

事
務
局　

少
年
愛
護
セ
ン
タ
ー
内

　

〒
９
１
４-

０
０
４
７ 

敦
賀
市
東
洋
町
１
の
１

『
青
少
年
つ
る
が
』第
39
号

平
成
30
年
３
月
27
日

編
集
・
発
行　

青
少
年
健
全
育
成
敦
賀
市
民
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
部

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
  aig
o
@
to
n2
1
.ne
.jp

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
２
３
┃
０
１
８
９

Ｆ
Ａ
Ｘ　
２
３
┃
０
５
２
３

皆
様
の
ご
意
見
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

青少年健全育成
敦賀市民会議の
シンボルマーク

大

人が
変われば

子
ど

もも変わる

運
動

家

庭 の 日

  毎月第３日曜
日

  
 
　「子どもたちの笑顔が見たい」が合言葉の毎年恒
例の「親子のフェスティバル」もおかげさまで 36 回
目を迎えます。今回は 5月13日の第 2日曜日に開
催いたします。
　今年は福井しあわせ元気国体・大会開催の年でも
あり会場にはスポーツクライミング体験コーナーを
開設いたします。皆さんには、見たり、体験したり、
味わったり、親子はもちろん家族みんなで楽しめる
ものを考えて用意させていただきます。皆さんのお
越しを心よりお待ちしております。

第 36回親子のフェスティバル　　
運営委員長　池田裕太郎

9：00～
9：30～
10：00～

開会式
オープニングアクト
オープン

第

36
回親子の2018

フェスティバルフェスティバルフェスティバル
きらめきみなと館と その周辺

● 

第
40
回 

青
少
年
健
全
育
成

　
　
　

敦
賀
市
民
会
議  

定
期
総
会

　
　

平
成
30 
年
4
月
19
日（
木
）　

19
時
〜

　
　

会
場  

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ 

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

● 

第
36
回 

親
子
の
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル

　
　

平
成
30 
年
５
月
13
日（
日
）　

9
時
〜
15
時

　
　

会
場  

き
ら
め
き
み
な
と
館
と
そ
の
周
辺

● 

第
40
回 

青
少
年
育
成
敦
賀
市
民
大
会

　
　

平
成
30 
年
7
月
28
日（
土
）　

９
時
30
分
〜

　
　

会
場  

プ
ラ
ザ
萬
象  

大
ホ
ー
ル
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